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「おれおれ詐欺」「架空請求詐欺」など特殊詐欺の被害が後を絶たない。ターゲットになってい

るのは主に高齢者。県警は「怪しいと思ったらすぐに電話を切ってほしい」と呼び掛けています。 

➁詐欺グループが持ち掛けてく

る偽りのストーリーにはどん

なものがありますか？ また、

犯人はどんな職業をかたって

電話してきますか？ 
 

 「個人情報が漏れた」「利用料金 

 が未納」「新型コロナ対策で助成 

 金が出る」           

 行政や金融機関の職員、弁護士、 

 警察官といった「信用のある職 

 業」                                           

④もし、あなたの家に怪しい電話がかかってきたら、どんな対

応をしますか？ 話し合ってみましょう。 
 
 怪しいと思ったらすぐに電話を切る、普段から家族や近隣同士が   
 
 連絡を取り合い相談しやすい環境をつくる、相手の会社名をネッ   
 
 トや番号案内（104）で調べる、心当たりのない請求に応じない、   
 
 通帳やカードを人に渡さない―など家族で話し合いましょう。     

①県内で昨年確認した特殊詐欺

の被害は何件？ そのうち 65

歳以上の高齢者が被害になっ

ていたのは何件ですか？ 

  118件            

  このうち高齢者は 59件                                           

③県が 4 月 1 日に施行した特殊

詐欺等被害防止条例はどんな

内容？ 
 

 金融機関やコンビニなどに積極 

 的な声掛けを求め、詐欺グループ 

 のアジトを県内につくらせない 

 対策を推進。被害者のカウンセ 

 リングなど精神的ケアも盛り込 

 んでいる。          

                                


